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他科の先生に
知って欲しい 皮膚科編⑪

スキン・テアをご存じですか？
 岡山済生会総合病院皮膚科　吉　富　惠　美

　スキン・テア（Skin Tear）とは、皮膚粗鬆ともよばれる高齢者の
脆弱な皮膚において微力な外力により生ずる裂傷を指す用語です。
Tearには“涙”とともに“裂け目”“割れ目”という意味があり、こ
の場合は後者の意味で発音が異なります。
　高齢者を診察することが多い医師にとってはよく遭遇する症状です
が、昨今高齢者の看護ケアにおいて重要なキーワードとして認識され
るようになっています。というのも、欧米において高齢者のケアを行
う際に生じた皮膚裂傷が患者家族から医療従事者による虐待と誤認さ
れ大きな問題となったことなどにより、スキン・テアの概念が提唱さ

れ、疫学や発症機序、予防法の研究などが急速に進んだという背景があります。
　スキン・テアの原因は加齢による皮膚変化です。加齢により、表皮が菲薄化、表皮と真
皮の結合が平坦化、真皮の弾性繊維の変性などが起こり、軽微な「摩擦やずれ」といった
外力でも容易に損傷しやすい状態になっているのです。
　具体的には、ベット柵や車いすなどに四肢が擦れたとき、リハビリや移動介助時に身体
を保持したとき、テープをはがすとき、また更衣時に衣類が擦れたときなどに、表皮が剥
離し真皮までの浅い損傷を生じます。平たく言えば‘皮膚がずるっとむける’状態になる
のです。
　浅い損傷なので、浸出液量にあったドレッシング材で被覆したり、ずれた皮膚を元に戻
し皮膚接合テープで固定することで容易に治癒します。すぐにドレッシング材などが準備
できないときは、油性軟膏を塗布しガーゼ等で覆い、包帯やネットで固定しても良いです。
ドレッシング材を選ぶときは皮膚が損傷しやすいという特徴を踏まえて低粘着力の素材が
望ましいです。新たなスキン・テアを作らないように治療に使用したドレッシング材やテー
プをはがす時にも十分な注意が必要です。
　また、予防対策も重要です。①スキン・テアが発生しやすい四肢を露出させないように
長袖や保護具（厚みがありなめらかな素材を選択するとなお良い）を着用させたり、ベッ
ト柵や車いすの足台をカバーで覆うなどして接触時の衝撃を緩和させます。②介助時に四
肢をつかんだり引っ張ったりする際にも生じるので、四肢ではなく肩や腰を支えるように
し、介助者の手掌全体で支持し一点に外力が集中しないように気をつけます。体位変換時
もスライディングシートなどの体位変換補助具を使用すると摩擦・ずれの軽減が図れます。
③医療用テープでの損傷も多くの原因になることが多いため、低粘着性のテープを使用し、
テープをはがす際にはゆっくりと周囲の皮膚を押さえながら皮膚を損傷しないように剥離
します。また、テープ固定以外の方法がないか検討することも必要になります。④スキン
ケアとして保湿も重要で、保湿剤の塗布や弱酸性あるいは保湿剤配合の洗浄剤による皮膚
洗浄も推奨されています。
　高齢者に関わる場面ではなかなか避けられない皮膚損傷ですが、スキン・テアという概
念が医療や介護に関わる多職種に周知されその予防・治療について共有することで、その
発生頻度を低下させることができるのではないかと考えます。
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平成30年度「岡山県消化管精密検診施設」
更新に関わる研究会・講演会のご案内

○第２回医療連携懇話会
　平成30年５月16日（水）19：00 ～ 21：00　川崎医科大学総合医療センター
　　テーマ１：循環器内科として新たな出発
　　講　　師：川崎医科大学総合医療センター　内科部長　小島　　淳
　　テーマ２：消化管病態機能診療の最前線－当院の新たなこころみ－
　　講　　師：川崎医科大学総合医療センター　中央検査科部長　眞部　紀明
　　テーマ３：食道がんとチーム医療
　　講　　師：川崎医科大学総合医療センター　外科部長　山辻　知樹

○キャンサーボード（消化器）
　平成30年６月６日（水）19：00 ～ 20：00　岡山医療センター　カンファレンスルーム１
　　テーマ：症例呈示によるディスカッション形式

○第264回岡山市医師会消化器疾患研究会
　平成30年６月12日（火）19：30～21：00　岡山市医師会館１階　健康プラザ
　　テーマ：血液疾患と消化器病変
　　講　師：岡山市立市民病院　副院長　血液・腫瘍センター長　今城　健二

○第29回岡山消化器検診研究会
　平成30年６月14日（木）18：30 ～ 20：00　川崎医科大学　現代医学教育博物館
　　テーマ：胆道・膵臓の基準断面と撮り方のコツ
　　講　師：日本大学病院消化器内科　科長　超音波室長　小川　眞広

○倉敷医師会主催　平成30年度胃がん検診研修会
　　テーマ：症例検討会
　　時　間：19時30分～ 21時00分　　場所：倉敷市休日夜間急患センター大会議室　　

開催日 所　属 講　師

６月11日（月）
川崎医科大学附属病院（消化器内科）
松田病院
倉敷中央病院（病理）

塩谷　昭子
松田　忠和
板倉　淳哉

９月10日（月）
倉敷中央病院（消化器外科）
佐藤胃腸外科
川崎医科大学附属病院（病理）

岡部　道雄
佐藤　嘉高
伊禮　　功

12月10日（月）
水島中央病院
川崎医科大学附属病院（消化器外科）
倉敷中央病院（病理）

岡田　富朗
藤原　由規
板倉　淳哉

（平成31年）
３月11日（月）

倉敷成人病センター
水島協同病院
倉敷中央病院（消化器内科）
川崎医科大学附属病院（病理）

村上　敬祥
山本　明広
水野　元夫
伊禮　　功

※ 他に更新に関わる研究会等の認定希望がございましたら、岡山県医師会事務局までお早めに
ご相談ください。

お知らせ




